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要約 
イノベーションが常態化し、プラットフォームの変化

に対応したエコシステムの再編、そのダイナミズムの中

でのポジションの確保が企業の生死を決する時代には、

消費者の多様化と激動する需要に対応するために、アジ

ャイル型の問題解決能力が求められる。 

このような状況下においては、世帯間の格差の拡大や

世代間の格差の再生産という社会問題を解決する上で、

世帯収入に左右されない形で、子供たち自身にアルゴリ

ズム作成能力を身に着け活用できるようにすることが、

一つの有力な手段となる。 

価値や意味の理解・相対化・組み換え、そして創造の学

問としての社会学は、具体的な問題解決の現場から、既存

の社会システムの矛盾を突き止め、マクロな社会システ

ムの新しい解釈と価値体系、意味づけの変化を明らかに

し、自らなすべきことを悟らせてくれる。 

社会学を学ぶ学生たちによる、小学生の希望者を対象

としたアルゴリズム教室の開催は、「両者」にそれぞれに

とっての互学互習の場であるとともに、迂遠ではあるが、

長期的な視野に立った「格差の再生産の鎖」を断ち切る営

みとなる可能性を持っている。 
 

1. 社会学からの文理融合型問題解決の構想 
1.1 子供食堂からプログラミング教室へ 
高度情報社会が実現した「セクタを超えたネットワー

クを通した資源動員による問題解決活動」＝コミュニテ

ィ・ネットワーク・アクションによる地域づくり運動は、

1995年以降、大きな広がりを見せていた。 

東日本大震災後の被災地支援活動においては、重層的・

多元的なネットワークによる支援活動が展開されたが、

活動の重複・偏在により被災自治体に混乱をもたらした。 

こうした問題を解決するために、明星大学天野研究室

では「義援物資マッチングシステム(1)」を構想・構築し、

民間サーバーを用いて2016年2月にサービスを無償公開

した。 

義援物資マッチングシステムは、人々の善意を問題解

決に生かすことを可能にすることから、このシステムが

可能にする情報環境を、子供の貧困対策としての「子供食

堂」が抱える食材確保という「平常時の社会問題の解決」

に活用する構想が生まれた。 

各方面から識者を招いて子供食堂について学習する中

で、子供の貧困が見えにくくなっていること、本当に貧困

な子供にリーチできないこと、子供食堂が社会関係資源

の蓄積に役立たないことなど、子供食堂が子供の貧困の

解決策として機能しない現実が明らかとなった。 

子供食堂は手段であって目的ではないことから、アプ

ローチを変えて、子ども自身の能力を高めて自らの力で

貧困の軛を断ち切ることができるようにするために、ア

ルゴリズム作成能力を育成する場を提供しよう、という

プランが生まれた。 

2017年春の時点では、「スクラッチ」のみを用いてイベ

ントを開催する計画であったが、PC カンファレンスで

「micro bit」についての情報を得たことから、これら二

つの環境を用いた「アルゴリズム教室」の開催を行うこと

になった。 

1.2 実施環境の選択と学生のトレーニング 
文系の学生は、SNSやネットゲームなどの高度なサービ

スに、ユーザーとして親しんでいるものの、そうした機能

を実現するためのアルゴリズム作成に必要な、機能分解

と要素定義、そして、それらを組み合わせるシステム構築

については、全くの門外漢である。 

文系学生のプログラムに対する拒否反応は、生理的な

ものに近い。まずはやって見せることが必要。スクラッチ

のような環境でさえ、ある程度の質問には答えられるよ

うにしておくこと、時には一緒に疑問を解いてみせるこ

とが必要だった。 

公開されている作品のコピーと、それを参考にした独

自の作品づくりとは、似て異なるものだが、その違いをき

ちんと理解している学生は少ない。学生の教育において

は、コピぺと技術習得、作品作りの違いについて、解説し

ておく必要がある。 

また、学生はしばしば、その時点での自分の能力と、達

成したい目標との間に、大きな乖離を抱えている。あるい

は、問題解決自体を捨てトレスと感じ、目標を非常に低く

設定する場合もある。小学生に教えることを考えれば、多

様な個性の学生がいることが望ましい。 

プログラムにバグつきものであるように、アルゴリズ

ムであっても複雑な機能を実現させようとすると、本人

が理解できない動作が発生するのは、至極当然のことで

あるが、文系学生には「失敗」に過敏に反応する傾向があ

り、時には突然キレることには注意を要した。 

三角関数や指数対数、幾何学の知識やグラフィックの

作法、配列やベクトルなど、基本的な数学の知識に疎い文

系学生には、情報処理や描画表現の上で大きな制約があ

るが、それが逆に子供たちに受け入れられやすい作品を

作り上げる上でプラスに働くことがある。 

1.3 実習内容及びスケジュールの作成 
動作と表現のレベルを考慮して、前半を「micro bit」、
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後半を「スクラッチ」による実習とした。 

[前半] 

プログラム学習の第一歩は「Hello World !」を表示さ

せることだが、相手が小学生であることを考慮して、「自

分の名前をローマ字表示させてみる」こととした。 

次に、micro bitの音源を用いて、様々な曲を演奏させ

る実習を行った。サンプルとして、「結婚行進曲」や「葬

送行進曲」、ベートーヴェンの「運命」の他、音楽の時間

の課題曲やアニメのテーマなども用意した。 

[後半] 

スクラッチに標準で用意されているキャラクターを用

いて、アニメーション作品を用意した。その他、幾何への

関心を持ってもらうために、三角関数と描画関数を用い

て、パラメータを変えることで様々な図形を描くことの

できる作品を用意した。 

 

2. 開催に向けての準備 
2.1 市役所及び小学校との意見交換 
日野市役所を訪れ、平山小学校の状況についてうかが

い、連携の可能性について尋ねたところ、「小学校との連

携は難しい」ということで、児童館との連携を視野に入れ

ることになった。 

平山小学校を訪れ、総合的学習の時間における情報環

境の活用について、研究授業を見学させてもらった後、担

当教員との意見交換を行った。また、三年生以上の児童に

「プログラミング教室」のチラシを配布してもらえるこ

とになった。 

2.2 ビラおよびキャッチコピーについて 
子どもたちにアピールするような写真とキャッチコピ

ーについていくつか原案を作成し、知人友人学生たちか

ら意見をもらって修正したのち、平山小学校の教員の意

見を聞いたうえで、最終案を決定した。(「きみにもでき

る」はNGだが、「きみの未来を笑顔に変えよう」はOKと

いうように、微妙な言い回しに注意が必要だった。) 

2.3 会場の手配と参加者募集 
市の施設を、インターネットを介して予約。平山交流セ

ンターの一室を確保した。 

表面にキャッチコピー、裏面に期日・場所・連絡先及び、

当日の内容をフルカラーで印刷し、平山小学校の各教室

を通して配布してもらった。(各学年100部で、計400部。) 

事務方の協力が得られなかったため、申し込みは e-

mail のみとなった。締め切りまでの申し込みは六名だっ

た。 

(※回線確保のためのSIMの購入や、会場費・交通費は、

研究費からの拠出が認められなかった。また、学科保有の

ノートパソコンでは動作が遅かったため、私物で 5 台を

確保した。) 

2.4 当日までの流れ 
ここで、明星大学天野ゼミにおける、プログラミング教

室開催までの二年越しの流れをまとめると、次のように

なる。 

2016年 4~10月 

 こども食堂プロジェクト立案 

 事例研究 

 埼玉の事例：ゲストスピーカー 

 フードバンクの事例：ゲストスピーカー 

 プロジェクトの検討：ゲストスピーカー 

 日野市のこども食堂の現状：ゲストスピーカー 

→日野市でも貧困問題が存在することが判明。 

‣具体的な内容の検討    

‣メニュー・食材の検討 

‣場所の検討       ‣事故対応の検討 

‣PRなどの戦略検討   ‣小学校周辺の実地調査 

‣実際に活動をしているこども食堂への参加 

11月 こども食堂の有効性に対する疑問 

→日野市の貧困の現実・こども食堂への参加内訳・こども

食堂での参加者行動などの疑問が出現。 

※施設の予約に失敗→計画の再検討、一時凍結。 

2017年 1月 計画の再検討、凍結解除 

4月 スクラッチサイトの紹介 

6月 子供たちのためのプログラミング 

教室の構想開始 

7月 会場の選定・決定、スクラッチに 

よるパソコン教室の実施計画書作成 

    9月 マイクロビット紹介、作品制作開始 

    10月 会場の確保、スケジュールの確定・ 

調整、最終作品の選定・割り振り 

      平山小学校訪問 

    11月 平山交流センターでのプログラ 

ミング教室実施 

2018年 予定は未定 

 

3. 当日の様子 
3.1 参加者の内訳 
親を伴ってきた児童が一名、友達と一緒に来た児童が

一組、後の三名は個別に来訪。いずれの児童も、「親から

言われて」ではなく、「自分から興味を持って」の受講で

あった。 

3.2 受講生の様子 
プログラミングやアルゴリズム作成に慣れた教員より

も、学びたての学生たちの方が、子供たちの関心を引くコ

ンテンツを提供でき、しかも、子供たちの様子を見ながら

対応できるようだった。 

 受講生は熱中して取り組んでいたので、講習会の終

了時間になっても居残り、なかなか帰ろうとしなかった。

アンケートでは、すべての受講生が「楽しかった」と回答

し、「またやってみたい」と回答した。 

3.3 受講生の習熟度 
micro bitを用いた「名前」の表示は、すべての受講生

がすぐにできるようになった。 

micro bitを用いた楽曲の演奏では、学生たちが用意し

てきた曲の演奏で盛り上がり、受講生たちはそれぞれ、思

い思いの曲を演奏させようと、熱心に取り組んだ。 

micro bitの応用として、ループを用いた九九の計算結

果を表示するアルゴリズムを作って実行させてみたが、

受講生はほとんど興味を示さなかった。 

スクラッチを用いたグラフィック図形の描画について

は、子供たちは全く関心を示さなかった。三角関数やパラ

メータなどの概念がわからないため、なにをやっている

かということ自体、理解できなかったようである。 
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スクラッチをつかったアニメーションについては、子

供たちは非常に関心を持ち、楽しんで取り組んでいた。学

生たちの軽妙なコメントも、子供たちには面白かったら

しい。小学生相手に、アルゴリズム作成に親しんでもらう

段階では、文系学生の活用の方が効果的である可能性が

ある。 

3.4 父兄および児童館長の反応 
micro bitを用いた「名前」の表示は、すべての受講生

がすぐにできるようになった。 当日、子供を伴って参加

した父親は、暫くの間子供の様子を見ていたが、学生のリ

ードによって次第にのめりこみ、夢中になっていく様子

を見て安心したのか、途中で帰宅してしまった。 

児童館の館長は、イベントの開始時点から子供たちの

間を移りながら観察し、熱心にメモを取っていたが、子供

たちが楽しみながらプログラミングを行い、思い思いの

作品を作っていることを見て、市内での児童館でも同様

の内容でイベントを開催する可能性を検討したいという

ことになった。 

 

4. 学生たちの感想 
4.1 学生A 
今回の計画は実に 2 年越しのものとなったが、計画の

当初は正直何のイメージも持てなかった。計画を立てて

もピンとかない事のほうが多かったが、ゲストスピーカ

ーの方とのセッションやゼミでの話し合いなどを通して

徐々にイメージを持った。 

今回のプログラミング教室に数人とはいえ、子供たち

が来てくれたことに驚いたと同時に興味があることが分

かった。 

自分たちでパソコンを使って作業を進めていき、アイ

デアを考えて、自分の理想を作っていくことの楽しさを

分かってもらえたような気がしている。 

今の子供たちは、やり方さえ覚えてしまえばなんでも

できてしまうと思った。我々と違うところでいろんな機

会に恵まれていて、我々が開いたプログラミング教室も

その1つの機会として存在できたことが嬉しいのである。 

4.2 学生B 
私達は子供食堂の話を聞き、私達も貧困に苦しんでい

る子供達を救いたいと思った。そこで私達も子供食堂を

開こうと思い準備を始めた。まず日野市役所に貧困に苦

しむ子供が何処にどれだけいるのか聞きにいった。とこ

ろが役所でも貧困の子供が何処にどれだけいるかのデー

タは無く何の情報も得られなかった。 

次に私達は実際に子供食堂の現場に訪れた。最初は大

人も子供も食堂をたずねた。ここは無料塾を開催してい

る方がやっている所で経験を学べた。あまり子供はいな

かったが行き場のない大人達が交流の場所として利用し、

心の拠り所としていた。金銭面ではなく、心の貧困に対す

る場所だったが子供だけでなく大人も交流の場所を求め

ているのだと知った。 

では実際に私達も子供食堂を開こうという事になった。

しかし私達は子供食堂を実際に行うことができなかった。

なぜなら場所を決め本番に向けての準備をしていたが、

肝心の場所の確保に失敗したからだ。 

そこで私達はもっと子供食堂を調べる事にした。 本

当に子供食堂で子供が救えるのだろうか、子供食堂を調

べるうちにそう思うようになった。そこで私達は方法を

変える事にした。私達は食ではなく知識面で助けようと

考えた。名前も子供食堂からプログラミング教室に変え

た。 

計画は順調に進んだ。チラシ配りを教員にやってもら

った事もあるがパソコンを用意すれば後は場所の確保だ

けですんだからである。 

しかし問題もあった。私達自身がプログラムにまった

く詳しくなかったのである。そこで私達はまずプログラ

ムの学習から入った。私達が学んだ事を子供達にも教え

なければならない、いかに教えるか考えながら学んだ。 

子供に教えるのはとても難しく他のゼミ生がうまく楽

しんでいる様子を見て驚いた。けどなんとか打ち解けて

一緒にスクラッチで作品を作った時は、とても楽しかっ

た。最後に楽しかったと子供に言われた時は良かったと

いった気持でいっぱいになった。最高の結果に終わって

よかったと思う 

 このゼミで学んだ 2 年間は、とても楽しかった。多く

のゲストスピーカーの話を聞いて日本ではこんなことを

していると驚き、トロンなどで出展を見て更に驚き、先生

の講演の手伝いをして多くの人が他人のためにこんなに

努力しているのだと驚いた。将来的にプログラムや情報

が必要になるということも分かった。こうした経験を就

職活動だけでなく、生活面でも活用していきたいと思う。 

4.3 学生C 
なぜ子ども食堂プロジェクトを開始したのだろうか。

どのようなものがあったのかは覚えていない。決まって

からは自分自身で子ども食堂についての情報を集め、SNS

を利用して知識不足を補うために調べることが多くなっ

た。初めのうちはただ漠然と「子ども食堂」という言葉の

意味を追いかけているだけだった。 

ここで子ども食堂の目的、意味について考えてみよう。

経済的な事情などにより、家庭で十分な食事がとれなく

なった子どもに、無料もしくは安価な食事や居場所を提

供する活動のことをいう。 

(ゲストスピーカーの話により) 子ども食堂をするに

はこんなにも多くの人の支援と援助が必要なのだと気付

いた。ゼミ単体ではもはや子ども食堂以前に何もできな

いことを教えてもらえた。それ以上に深刻な問題があっ

た。それは食中毒など衛生面についての問題である。会場

予約の失敗もあった。約 1 年かけて練っていた計画が一

時中断となってしまった。 

6 月のある日このプログラミングと 1 年間やってきた

子ども食堂計画を組み合わせるということが話しにあが

った。子どもたちにこのプログラミングを教えるという

ものだ。正直教えるというより教えてもらいたいくらい

だった。 

プログラミングがこんなに難しいものだとは思ってい

なかった。思い描いているものとは全く違うものができ

ることもあった。スクラッチだけでなくマイクロビット

というプログラミングにも手を伸ばし、音をつなげて曲

を作ったりもした。この 2 つをもとに「未来を拓くプロ

グラミング教室」を実施することになった。 

開催が水曜日ということもあり、私は授業があり子ど

もたちが来る前の準備しかできなかった。どんな形であ
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れ少しでも関われたことがとても嬉しかった。 

この 2 年間今まで生きてきた中で経験できなかったこ

とばかり経験できてとても勉強になった。 

4.4 学生D 
 2016 年 4 月、私の所属するゼミでは、日野市における

子どもの貧困を問題として取り上げ、全国に広がってい

る子ども食堂を取り組もうと活動をはじめた。４月から

半年近くかけて、様々な方がゲストスピーカーとして子

ども食堂の事例を紹介してくださった。 

2016年7月、ゼミの中で子どもの貧困の認識が強まり、

実際に自分たちでやってみる段階に入っていった。今ま

での人生は、決められたレールの上を進んでいくだけだ

ったが、子ども食堂の活動は、自分たちで考え、検討し、

実行するという経験ができた。また、貧困問題を少しでも

解消できるというやりがいも見えてきて、前向きな気持

ちで挑戦できた。 

2016 年 9 月、場所の手配に失敗する。これは、ゼミ生

ひとりに任せきりにしていた全員の責任である。しかし、

場所の手配失敗により計画の練り直しをする時間ができ

た。その中で、子ども食堂が貧困解決に結びつくのかとい

う疑問がでてきた。本当に来てもらいたい子どもに来て

もらえないのではないだろうか。 

2017 年 4 月、先生が突然、scratchというサイトを紹介

した。scratchは、子どもでも簡単にプログラムが組めると

いうサイトである。これを、子ども食堂の軸にするという

提案をしてくださったのだ。ゼミ生は正直ピンと来てい

なかった。貧困解決のための子ども食堂だったはずが、い

きなりプログラミングなんて教えても意味がないと思っ

ていた。2016 年 7 月、プログラミング教室を開くための

計画を立て始める。 

ゼミ生が各自、スクラッチで作品を作り、それを説明で

きるよう準備を始めた。また、マイクロビットという音や

光を出すプログラムが組めるものも取り入れ、中高と吹

奏楽をやっていたので、子どもに人気のありそうな曲を

チョイスして、作品をつくった。 

2017 年 11 月 15 日、「未来を拓くプログラミング教室」

を実施した。私は、兄妹で来てくれた子たちの対応をした。

はじめに自分が作ったマイクロビットの作品を聞かせて

あげると、とても喜んでもらえた。子どもたちにやり方を

教えて、試しにカエルの歌を作ってみた。子どもたちは、

試行錯誤しながら楽しそうにやっていた。scratchでは、私

が作った作品のゲームを子どもたちにやってもらい、そ

れをもとにアイデアを出してもらって、新しいゲームを

一緒に作り上げた。子どもたちの発想が面白く、いろんな

アイデアがどんどんと出てきた。プログラミングを楽し

みながら体験してもらえて、とてもうれしかった。 

 二年間、子ども食堂を開くために様々な努力をしてき

た。失敗もあったが、その失敗があったからこそ、プログ

ラミング教室を開催することができた。自分たちで一か

ら始めたこの活動に私は誇りを持ちたい。そしてこの経

験を、一生の宝にできたと確信している。 

 

5. その後の展開 
5.1 学内及び日野市児童館での展開 
市内の児童館館長で検討の後、2018 年の二月に、天野

研究室主導で、市内三カ所の児童館での開催を行うこと

になった。 

情報学部の山中脩也准教授から、大学の連携センター

を通してイベントについての問い合わせがあり、学内の

研究グループおよび山中教授が参加する形で、今後のイ

ベントの開催を考えていくことになった。(2) 

想定外のアクシデントにより、一月中旬に天野が緊急

入院し、暫く休職することとなったため、二月のイベント

は山中准教授が行うことになったが、早稲田大学の資金

によってそろえた18台のパソコンとwi-fi回線を活用し

て、36名の参加者を迎えての開催となった。(※天野研究

室主催のイベントは、無資金で天野の私物の活用による

ものだったため、施設・資金面で限界があったが、山中淳

教授は早稲田大学学力向上研究所の支援を受けており、

大人数への対応が可能となった。)  

 
 

5.2 今後の可能性について(ゲーム開発、AI の活用

等) 
日野市の児童館では、二月に四回ほど教室を開催した

が、四月以降も定期的に開催する方向で話が進んでいる。

子供たちが格差の再生産の「軛」を自らの能力で断ち切り、

高度情報社会において自己実現をしながら生き抜いてい

ける人財を育成するための、事業を展開していく予定で

ある。 

明星大学では、こうした活動を推進するために、大学・

自治体・企業をつないだ協議会を設立し、継続的な事業を

行う体制ができつつある。 

ビッグデータやオープンデータ、IoTや AIなどが当た

り前になり、イノベーションが常態化する「これからの時

代」を生きることになる子供たちには、それ以前の時代と

は全く異なる能力が求められるが、学校教育が彼らの可

能性を潰すようなことがあってはならない。 

AI や機械学習、ゲームやプログラミングの開発環境の

中には、無料で提供されるものも少なくない。こうした環

境を活用しながら、世帯収入とは全く無関係に、子供たち

の持つ様々な可能性を伸ばしていく機会を提供し、才能

を花開かせる場を提供することで、彼らの人生をより豊

かなものにしていければ、と考えている。 

 

注)  

(1)明星大学天野研究室が構想・構築・運用している「義

援物資マッチングシステム」および「避難所情報収集シス

テム」は、管理ツールも含めて、2018年中に、民間企業

による社会実装が行われる予定である。 
(2) プログラミング教育連携研究ユニットについては 

http://160.194.128.222/COPERU/project_20180614.pdf 

を参照されたい。 
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